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発表の概要

（背景１）
東海大学にて教職科目「情報科教育法１」を担当
これまで行ってきた模擬授業が実施困難に

（背景２）

休校になっていた柏陽高校にて授業動画を作成・配信
→動画ならではの学習効果を実感（時間の都合, 反復視聴）

（代替案） 模擬授業の代替として大学生に動画教材を作成させよう

(期待できる効果1) 見せる・伝える工夫
(期待できる効果2) 教材として活用し, 高校生からフィードバック



⑤動画配信

⑥フィードバック

活動のイメージ

私高校生
大学生

①動画配信と
フィードバック

②配信動画の提供

③動画制作

④相互閲覧
相互評価（授業）



第０１回（５月１６日）：情報科教育の変遷と学習目標

第０２回（５月２３日）：情報デザインの考え方とその教育手法

第０３回（５月３０日）：情報のディジタル化とその教育手法

第０４回（６月 ６日）：アルゴリズムの指導方法

第０５回（６月１３日）：プログラミングとその教育手法１

第０６回（６月２０日）：プログラミングとその教育手法２

第０７回（６月２７日）：モデル化とシミュレーションの指導方法

第０８回（７月 ４日）：情報検索とデータベースの指導方法

第０９回（７月１１日）：情報システムと社会の指導方法

第１０回（７月１８日）：模擬授業１

第１１回（７月２５日）：模擬授業２

第１２回（８月 １日）：模擬授業３

教職科目「情報科教育法１」の授業計画

動画作りと
相互閲覧・相互評価



模擬授業と教材制作の違い

模擬授業 動画配信

見せる・伝える工夫 ○ ◎

活動の負荷 中？ 大？

対面性（大学生同士） ◎ △

高校生からのコメント × ○

その他 情報の技術力向上



活動①動画配信とフィードバック



活動①動画配信とフィードバック

・わかりやすい
・楽しい／面白い
・課題が大変な時に癒しになった

動画例「スマートフォンの向こう側」
ネットワークの仕組みとチャット実習

生徒からのフィードバック

作成方針



活動③大学生による動画制作

学生への指示
・10分を目安
・テーマは何でもOK

↓
受講25名中24名提出

↓
テーマ例
• プログラミング
• アルゴリズム
• 情報デザイン
• 情報モラル



活動④相互閲覧・相互評価



活動⑥高校生からのフィードバック



学生アンケートから(N=14)



学生アンケート「自由記述」から

• 高校生のリアルな意見が聞けてよかった。模擬授業では大学生と先
生の目線でしか話を聞けない

• 高校生が理解しにくそうな点を配慮したつもりでも、高校生のコメ
ントを見ると、自分に不足している部分がわかって次に繋がると
思った。

• 動画で伝える工夫をすることで授業の難しさを学んだ。
• 他の人の動画やコメントから多くの課題を発見できた。
• 生徒の質問にすぐに応えることができないので、わかりやすく伝え
るよう心がけた。

• 生徒を飽きさせない授業展開を考えられた。授業内容を飛躍させて
新たな学びを得ている生徒がいることを知れた。



まとめ

•大学生：
• 伝える工夫は強く意識（見せ方, 言葉選び）
• 高校生のコメントは効果的
• 個性が出る
• 大変な課題
• 必要性は理解できるが、対面の模擬授業がいい

•高校生：教材としての価値・高い
•大学生による動画制作：可能性大


